

















































































太字 (Bold)で 14P(ポイント)､著者名 (日
本語)は太字で 12Pとする｡著者と著者の間
は 1文字分のスペースをあける｡






































































































図には必ず番号 (図 1.､Fig.1. など)を付
し､本文との整合を期 し､図の下部に番号と
説明文を加える｡図が細分化されている場合




























































された原稿 1部 とそれがファイル されている
デジタル記録媒体 (FD､MO､CDなど)を編
集委員会 (神奈川大学総合理学研究所)に提出
する｡
論文の課題名が長い場合には､和文で 25字､
英文で 50字以内の略題名 (RunningTltle)が
必要である｡略題名は原稿に加えず､別紙に記
入して提出する｡
8 投稿論文の審査
適時､レフリーによる校閲を行ない､採否や再
投稿請求は編集委員会で決定する｡
総説､および編集委員会が認める特殊な報告書
の場合を除き､既に発表されている論文の版権
を侵害するような原稿は採用されない｡
9 原稿の校正
掲載決定原稿は､ゲラ刷 りの段階で著者の校正
を依頼する｡校正は最低限の修正に留める｡
10投稿料
原則として投稿は無料であるが､カラー印刷を
含むものについての著者経費負担の有無および
負担額は編集委員会で決定する｡投稿原稿の体
裁が規定にあわず､編集段階で修正に経費が生
じた場合は著者が実費を負担するものとする｡
11別刷
掲載された総説および原著 (短報を含む)は別
97
刷 り50部が著者に無料贈呈される｡50部を超
えて希望された別刷部数については実費を徴
する｡
12 版権等
掲載論文の内容についての責任は著者が負 う
ものとする｡その著作権は著者に属するが､出
版権は神奈川大学総合理学研究所に属する｡
